
（出典）社会支出は、OECD：”Social Expenditure Database”に基づき、厚生労働省で算出したもの（20250912閲覧） 。
高齢化率は、United Nations：”World Population Prospects2024”より算出。

（注１）社会支出は、公的社会支出（Public Expenditure）＋義務的私的社会支出（Mandatory Private Expenditure）。

高齢化率と社会支出（対GDP比）の国際比較

⃝ 各国（日米英仏独瑞）とも、高齢化が進み、社会支出の対GDP比（給付規模）が増加している。

⃝ 日本は、1980年以降、高齢化率は約20％上昇しており、他国より速いペースで高齢化が進んでいる。この間、社
会保障の給付規模は約15％程度増加しているが、近年の給付規模（約25％）は各国（独仏で約30％）と比べ低い。
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社会保障給付（対GDP比）の部門別の国際比較（主要８か国）

（出典）OECD：”Social Expenditure Database”に基づき、厚生労働省で算出したもの（20250912閲覧） 。いずれも2021年の数値。
高齢化率は人口統計資料集（国立社会保障・人口問題研究所）の2021年の数値。

（注１）OECD社会支出基準に基づく社会支出データを用いているため、社会保障給付費よりも広い範囲の費用（施設整備費等）も計上されている。 
（注２）社会支出は、公的社会支出（Public Expenditure）＋義務的私的社会支出（Mandatory Private Expenditure）。

⃝ 日本の社会保障給付の規模を部門別に比較すると、「福祉その他」は米国に次いで低くなっている。

⃝ 「医療」については、欧州を上回るが米国を下回り、「年金」については、米英を上回るが仏を下回る規模。
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